
平成１７年度第４回 国土交通省大臣官房官庁営繕部入札監視委員会
議 事 概 要

開催日及び場所 平成１８年３月２７日（月）合同庁舎２号館国土交通省第１会議室

委 員 長 沖塩 荘一郎 （東京理科大学名誉教授）
委員長代理 谷口 汎邦 （東京工業大学名誉教授）

委 員 委 員 神田 良 （明治学院大学経済学部教授）
宮本 健蔵 （法政大学法学部教授）
諸田 敏朗 (（財）住宅管理協会監事）

抽出案件 （備考）

工事 〔小 計〕 ３ 件

一般競争 １ 件

公募型及び工事
希望型指名競争 １ 件

指名競争 －

随意契約 １ 件

コンサルタント業務 １ 件

合 計 ４ 件

意 見 ・ 質 問 回 答

委員からの意見 別紙のとおり 別紙のとおり
・質問、それに対
する国土交通省の
回答等

委員会による意見 な し
の具申又は勧告の
内容
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別 紙
委 員 国 土 交 通 省

１．官庁営繕部工事及び建設コンサルタン
ト業務等の発注状況について

（意見なし）

２．指名停止等の運用状況について

○防衛施設庁の談合問題の関連で大手ゼネ ●今回対象期間である平成１７年３月３０日
コンも指名停止になったと聞いている から平成１８年３月２６日に該当するもの
が それは今回対象期間より後のことか がある。、 。

○この指名停止報告の対象は全国の発注工 ●本省官庁営繕部発注工事のみである。
事であるか。

３．抽出案件の審議

（ ）①経済産業省総合庁舎別館耐震改修 ０５
建築工事

○本工事はJVを組んでいるが、JVを組む基 ●建築工事の場合、難易度が高い３０億円以
準はあるか。 上の工事は２者JVになる。本工事は特に難

易度の高い工事であるため２者JVを組んで
いる。

○前年度までと異なり、加算点が大きい比 ●そのとおり。通達上、加算点の上限は３０
重を占めるのか。 点であり、今年度は１５点が最高点であっ

た。

○本工事の落札者は技術提案に対する加算 ●加算点がないことから生じる落札順位の逆
点を３点挙げ、評価点は１０３点とある 転はあり得る。本年度において、本入札を
が、もしこの加算点がなかったとしても 含め官庁営繕部発注工事の入札ではそうし
落札できたか。そうした加算点の有無で た逆転はなかった。
順位の逆転はあるのか。

○工事実績があることが評価点に反映され ●反映されない。工事実績はあくまで資格要
るか。 件である。

○加算点を与えられなかった業者がその理 ●１つ１つの技術提案に対して、なぜ採用し
由の問い合わせをしてきたときに、理由 ないのかという理由を付している。
説明を行うのか。

○それは提案した業者のみに説明するの ●提案業者のみである。
か。それとも公表するのか。

○加算点が０点である提案に対し、その提 ●評価が標準案に満たない場合は、その案を
案を採用するのか、それとも標準案を採 不採用とし標準案を採用するが、加算点が
用させるのか。 ０点であっても標準案と同等の評価を得る

ことができればその提案を採用する。

○総合評価委員会の委員はどういったメン ●官庁営繕部メンバーで構成されている。
バーで構成されているか。

。 、○外部委員はメンバーに入らないのか。 ●本年度は外部委員は入っていない しかし
来年度以降、より客観性や透明性の確保と
いう観点から、別途外部委員が参画する委
員会を設置することも検討している。

（ ）②経済産業省総合庁舎別館耐震改修 ０５
電気設備工事

○A・Bランク混合としている理由は何か。 ●本件は難易度が高い工事のため、A・Bラン
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ク混合の公募型指名競争入札とした。

○Aランクの５５者とは電力系と通信系の ●電気設備工事の電力系・通信系ともに施工
両方の電気設備工事を施工できる者であ できる能力を有する者である。
るのか。

○本件の資格要件として火災報知設備の施 ●今回の工事は、本館と別館をつなぐ電力系
工実績を求めているのは、火災報知設備 ・通信系ケーブルが免震による建物の揺れ
の改修が難しいからなのか。 に追随できるように、余長を持たせるため

の引替えを主とした工事である。火災報知
設備は、本館と別館を接続している通信系
の電気設備の代表として施工実績を求めた
ものである。

③国立国会図書館東京本館改修（０５）エ
レベーター設備工事

○「地震等災害に際し問題がある 、と図 ●メンテナンス業者のメンテナンス記録など」
書館から申し出があったのか。 から判断し、図書館が予算措置を講じたも

のである。

○通常、２０年程度で改修をするものなの ●一概には言えないが、メンテナンス業者な
か。 どから報告された老朽化の状況等を踏まえ

て改修の必要性を判断する。

○資料中 再利用率 とは何を示す数値か ●「再利用率」とは全部品の価格を１００と「 」 。
したときの取替部品にかかる価格の概ねの
割合を表し 「工事費概算」は取替にかか、
る工事費の概ねの割合を表している。

○見積もりは誰から徴取したのか。 ●落札者を含む３者から徴取した。

④新清水谷議員宿舎（仮称）事業実施手続
整理検討業務

○設計施工一括発注は決まっているのか。 ●決まっている。

○設計施工一括発注は官庁営繕ではこれま ●建築を含むものとしては、本件で２例目で
で何件行っているのか。 ある。

○PFIの実績を有する者が契約の相手方に ●これまで複数の事業が具体化しているPFIと
なれない理由は何か。 異なり、本事業は、官庁営繕として設計施

工一括発注を本格的に導入する最初の案件
となる。本業務は、PFIの実績を取り入れれ
ば足りる業務ではなく、官庁営繕の設計及
び工事の現在のやり方を熟知した上で、設
計施工一括発注の課題に対して設計者と施
工者の役割分担や責任分担などの枠組を整

。 、理する必要がある これを実施できる者は
社団法人公共建築協会をおいて他にはない
と判断した。

○今回の業務においては関連公益法人との ●今後、所管公益法人との随意契約のあり方
、 。随意契約ということもあるので第３者が について 検討していきたいと考えている

見ても適正かつ公正であることが望まれ
る。

（再苦情処理について）
・今回は無かった旨、国土交通省より報告。
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